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衆
議
院
議
員
中
根
康
浩
君
提
出
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
（
平
成
二
十
六
年
四
月
十
一
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
発
電
（
運
転
）
コ
ス
ト
が
、
低

廉
で
、
安
定
的
に
発
電
す
る
こ
と
が
で
き
、
昼
夜
を
問
わ
ず
継
続
的
に
稼
働
で
き
る
電
源
を
「
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
位

置
付
け
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
例
え
ば
御
指
摘
の
原
子
力
に
つ
い
て
、
「
燃
料
投
入
量
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
力
が
圧
倒

的
に
大
き
く
、
数
年
に
わ
た
っ
て
国
内
保
有
燃
料
だ
け
で
生
産
が
維
持
で
き
る
低
炭
素
の
準
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、

優
れ
た
安
定
供
給
性
と
効
率
性
を
有
し
て
お
り
、
運
転
コ
ス
ト
が
低
廉
で
変
動
も
少
な
く
、
運
転
時
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
も
な
い
こ
と
か
ら
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
安
定
性
に
寄
与
す
る
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ

ー
ド
電
源
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
が
、
単
に
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
の
記
載
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
同
計
画
に
お
け
る
「
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
は
、
電
源
の
特
性
に
着
目
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
依
存
度
と

は
関
係
が
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
電
力
供
給
に
お
い
て
は
、
安
定
供
給
、
低
コ
ス
ト
、
環
境
適
合
等
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
現
で
き
る
供
給

構
造
を
実
現
す
べ
く
、
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
電
源
と
し
て
の
特
性
を
踏
ま
え
て
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

一



る
。

二


